第一章
歯科医療の実際（歯科保険治療のサイクル（25歳の成人））

朝起きたら歯が痛い。虫歯から抜歯まで。（20〜30歳代）
鏡で奥歯を見たら黒くなっている。
「痛いけど我慢できるから今度の休みに歯医者に行こう」
3日ぐらいしたら痛みが治まりました。
「痛くないから治ったのかな」
「とりあえず歯医者はまだ行かなくていいや」
1ヵ月後。
また歯が痛くなってきた。
今度こそ歯医者に行こう。
休みに歯医者に行きました。
歯医者さんから「虫歯ですね。神経まで達しています。今日は神経を取りましょう」
麻酔をかけて、タービンで歯を削って、 薬を詰めました。
3回目ぐらいに歯医者さんから「歯根の治療が終りました。今度はかぶせ物の治療しましょう」
歯を削って土台が入りました。
次に金属のかぶせものになりました。
治療が終了しました。
歯冠修復のサイクル

5年後。ブリッジから部分入れ歯まで。（30〜40歳代）

また痛くなってきました。
3日位で収まりました。
そんなのが 月2回程度で半年位続きました。
また痛くなったので今度も痛みがおさまると思っていましたが、しばらくして激痛になりました。
さすがに歯医者に行きました。
歯医者さんから「歯根の先に大きな病巣ができています。 歯根の治療を再開しましょう」
週に1回、薬の交換をして 膿が少しですが収まらず2ヶ月経ちました。
激痛はなくなりましたが、食事の時何か当たると痛みを感じました。
いつものように歯医者に薬の交換に行くと
「歯根に亀裂が入っています。そこからばい菌が入って膿が取れなかったのだと思います」
「歯に亀裂が入っている場合は抜くしかないです」　保存不可能な歯
結局抜歯になりました。
抜歯になった後、歯医者さんから「保険治療で大丈夫ですか」 と聞かれました。
「はい大丈夫です」
保険治療で 入れ歯と言う方法もありましたが、取り外しが煩わしかったのでブリッジにすることになりました。
保険治療でブリッジにする際、欠損した周囲の歯の神経を取ります。
周囲の歯は虫歯でも何でもありませんでした。
エナメル質を土台形状に削り、中心に穴を開けそこから神経を取りました。
5回通って周囲の歯を土台にしてブリッジを入れました。

10年後。
食事でブリッジの歯を使うと時々痛みがありました。
やはり３日ぐらいすると痛みが治まるので、 特に病院にはいかずそのままにしておきました。

8年後。
食事でブリッジを使うと毎回痛みを感じました。
歯医者に行くことにしました。
歯医者さんから「ブリッジの支台の歯が歯周病です。周囲の歯槽骨が吸収されてます」
治療は衛生士さんによる歯石除去でした。
その後、数ヶ月に1度、歯医者に行ってクリーニングを受けました。
痛みは出たり、でなかったりとその状態で数年過ごしました。
歯冠修復のサイクル


15年後。部分入れ歯から総入れ歯まで。（40〜60歳代） 
やはりブリッジに痛みを感じました。
自分の指で動かしてみると左右に1ミリ位動きました。
歯医者に行くと「このブリッジは歯周病で骨吸収しています。もう抜くしかないです」
ブリッジが全部抜歯になりました。
歯医者さんに「またブリッジを入れられますか」と聞きました。
歯医者さんから「このぐらい欠損部が大きくなると入れ歯しかないです」

取り外しは煩わしかったので入れ歯は嫌だったのですが、保険治療と言うことで、これしか方法がないと説明を受けました。
40歳で部分入れ歯になりました。

20年後。
入れ歯では噛み辛かったので、反対側の自分の歯で噛んでいました。
以前と同じように時々痛みを感じましたが、それでも数日で収まるのでそのままにしておきました。
数ヶ月に1回、歯医者にクリーニングにも行っていました。

ある時、入れ歯のフックをかけていた歯に痛みが出ました。
これまで歯は毎日磨いていていました。
それでも歯の痛みが出ました。
歯医者に行くと「入れ歯を留めていた歯の歯周病が進んでいます」
「骨吸収が重症ですので歯を抜きましょう」
40歳にして少し大きめの部分入れ歯になりました。

25年後。
入れ歯の反対側の自分の奥歯で食事をしてきましたが、 ある時激痛になりました。
歯医者に行くと「奥歯の歯周病が進んでいます」「骨吸収が重症です。この歯も抜きましょう」
45歳にして両方の奥歯の部分入れ歯になりました。
30年後。
やはり入れ歯で噛むのは煩わしかったので、細い手前の歯で噛んでいました。
ある時、よく噛んでいる歯が痛くなりました。
歯医者に行くとやはり抜歯になりました。

35年後。
数年に一回痛みが出て抜歯。
そのたびに部分入れ歯を作り直しました。
そして歯が1本もなくなりました。
そして総入れ歯になりました。
今まで入れ歯で噛み辛かったので残っている自分の歯で噛んでいました。
全部入れ歯で噛むことになりました。
食べ物をかみしめると歯肉に痛みを感じました。
噛むと痛いので飲み込みました。
昔のように何でも食べられるわけではありません。
柔らかい食べ物だけで過ごすようにしました。

そこから数年の間、噛んでも痛くない入れ歯を作れる歯医者を探しました。
入れ歯を作る技術は歯医者ごとに違っていて、ある程度噛める入れ歯から全くかめない入れ歯までいろいろなところがありました。
でもある程度噛める入れ歯であっても昔のように何でも噛める事はありませんでした。

注釈　
ここで歯科医師の言う骨吸収とは歯槽骨がなくなった状態を言います。
しかし実際は歯槽骨が破壊されてなくなっています。
本書ではこのあと骨破壊として表現をしています。

